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コンジョイント分析の外国語教育への応用 

 
長 井 克 己 

津山高専  
 
１．はじめに 

外国語のコースをデザインするためには、まず学習者のニーズを把握する必

要がある。例えば「読み」「書き」「聞き」「話す」技能をどの程度まで伸ばした

いと学習者は考えているのか、教師は出来るだけ正確に知りたいと思う。そこ

で読み書きやリスニング等について「どの程度まで出来るようになりたいです

か」とアンケートを取ることになるが、語学学習の場合「出来すぎて困る」と

いうことがあり得ないため、各技能のレベルは「高ければ高いほど望ましい」

という結果が出る。しかし考えてみればそれは当たり前のことであって、コー

スデザインの役には立たない結論である。ニーズ分析においては「それぞれ全

て需要が高い」と結論すると、結果として全体の情報量が減ってしまう場合が

存在し、そのような場合マーケット調査の分野ではコンジョイント分析が利用

されている。本小論は外国語教育の分野にコンジョイント分析を応用し、学習

者は「聞き」「話す」音声言語重視、教師は「読み」「聞く」インプット重視の

判断をしている、ということを明らかにしたものである。 

 

２．古典的ニーズ調査 

学習者は自分のコース修了までにどの程度のレベルまで外国語の技能を伸ば

したいと考えているのだろうか。このような広い意味でのニーズ調査はいわゆ

る「希望調査」に近く、語彙数の調査や専門的知識を持つ教師を対象とした定

性的・定量的調査とは本質的に異なる主観的なものとなりがちである。そもそ

も外国語を読む「高い」技能レベルとはどのようなことができることなのか。

読む能力の「高い」学習者と「低い」学習者の違いとは何なのか。これらの例

を具体的に学習者に挙げてもらうと、一人一人異なった答が返ってくることが

予想され、そのままでは調査が出来ない。そこで、外国語の到達レベルを示す

日本語の表現を収集することを目的とし、自由記述形式の予備調査を国立高等

専門学校情報工学科２年と電気工学科 3 年の学生 85 名に実施した。年齢は高

等学校２年と３年に該当する学生である。得られたさまざまな表現を、英語に

関する各技能が「必要がない(no-need)」、「ある程度コミュニケーション成立す

れ ば よ い (so-so) 」、「 母 語 話 者 と 比 べ 遜 色 な い 高 度 な 程 度 ま で 必 要
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(native-like)」の３種類に分類し、その中から代表的表現として図１の調査用

紙に挙げた表現を選んだ。３段階の中間を認めて５段階とし、自由記述予備調

査と同じ学生 85 名に対して本調査を行った。指示は「以下の内容について『英

語に関して，高専 5 年の卒業生として最も望ましい』と考えられる段階にマル

をしてください」とした。有効回答数は 76(88%)であった。 

 
図 １ . ５ 段 階 選 択 形 式 の ニ ー ズ 調 査 用 紙 （ 部 分 ）  

５ 段 階 が 間 隔 尺 度 を 構 成 す る と 仮 定 し て 計 算 し た 各 技 能 の 平 均 を 図 ２ に 示

す。英語の 4 技能はいずれもニーズのレベルが 3 以上、すなわち 4 技能の全て

において「母語話者と同じほどではないが、少なくともコミュニケーションを

成立させる程度の技能を身につける必要がある」と学習者が考えたことが分か

る。中でも「読むこと」は「書くこと・聞くこと・話すこと」よりも高いレベ

ルに到達することが望ましいと判断されているようである。フリードマンの検

定を行うとχ 2=13.68、  n=76,  df=3,  p<.05)で有意な差であった。  

 
図 ２ . ５ 段 階 選 択 形 式 調 査 の 結 果  

従来のニーズ調査ではこれ以上の分析を行うことが難しい。しかし、予備調
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査で散見された「聞くこと」「話すこと」を「必要ない」とした学習者を「意欲

に乏しい」として切り捨てて良いものであろうか。そのような学習者は「聞く

こと」「話すこと」に費やす時間や労力を、他の技能の習得に振りかえることに

より、ある突出した技能、例えば高度な英文読解力を身につけようとしている

可能性があるのではないだろうか。このような「望ましい各技能レベルの間の

トレード・オフ」を調べることはできないだろうか。  
母語以外の言語を習得したくない学習者は殆どいないであろうし、習得して

損をすることもないと考えられるので、ニーズ調査が「いずれも必要である」

という結果に偏るのはやむをえない。しかし、語学の４技能のようにそれらの

独立性が保証されない時には「どれも重要である」と結論することには慎重で

なければならない。４技能全てにおいて母語話者並みの運用力を実現すること

が現実的でない場合が多いのであれば、むしろそのトレードオフがどのように

なっているのかを調べることの方が有意義である。このような場合、マーケッ

ト調査の分野ではコンジョイント分析の利用が考えられる。  
 

４．コンジョイント分析の応用１（学生と教官のニーズ調査） 

例えば英語を「聞く」ことがどの程度必要かを問う場合、その「必要の程度」

(need)に影響を与えるものは何だろうか。学習者が将来従事したいと考えてい

る職業、割くことのできる時間や労力、自覚している自分の性格等、さまざま

な要因(factor)が考えられる。それらの水準(level)が定量的に測定可能であれ

ば、例えば回帰分析を用いて要因ごとの効果を計算できる。しかし一般にアン

ケート調査で得られるデータは、さまざまな要因が不可分に「聞くこと」の必

要性に効果を与えて成立した「好みの順序」(preference order)でしかない。

コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 で は こ の よ う な 「 好 み の 順 序 」 を 「 全 体 効 用 」 (total 

utility)と呼び、そのデータのみから「部分効用」(part worth)と呼ばれるさ

まざまな要因を推定することができる。この統計的手法は Luce & Tukey (1964)

による順序尺度データによる解析がその始まりであるが、最近ではデータの選

択される度数に確率変数の考え方が取り入れられ(Beggs, Cardell, & Hausman 

1981)、被験者の選好を分解していくだけの分析は古典的・分解的コンジョイン

トモデルと呼ばれている。 

今回の調査では、各要因(4 技能 )それぞれに、1 つの水準、すなわち「必要な

い(no need)」、「コミュニケーションが成立すればよい(so so)」、「母語話者並

み(native like)」のどれか一つを割りあて、１つのケースを作成する。図３に

調査用紙の一部を示すが、例えば 1 行目は 1 ケース目であり、「聞く」ことは「母

語話者並み」、「話す」ことは「必要ない」、「読む」ことは「コミュニケーショ
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ンが成立すればよい」、「書く」ことは「母語話者並み」というケースである。

このようなケースを多数作成して提示し，それぞれの行に順位をつけるよう学

習者に依頼した。全概念法(full concept method)と呼ばれる方法では要因と水

準の積の数だけケース(図３の行数)が存在し、全てのケースを提示すると回答

者が疲労してしまう。そこで SPSS の ORTHOPLAN によって各要因の各水準がバラ

ンス良く出現する直交計画(orthogonal design)を作成し利用した。調査対象は

前節と同じ学生群で、指示は「以下の内容について、『英語に関して，高専 5

年の卒業生として最も望ましい』と考えられる順番に 1 から 11 までの順序をつ

けてください。同順位はつけないでください。」とした。得られた有効回答数も

前節の調査と同数であった。 

 
図 ３ . 順 位 付 け の コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 用 質 問 紙 （ 部 分 ）  

得られた順序から SPSS の CONJOINT により最小 2 乗推定を用いて前述の部分

効用を求めた。本調査の場合、「聞くこと(i)」「話すこと(j )」等の各要因の相

対重要度 Ii が以下のように計算される。 

∑
=

−

−
= n

i
ii

ii
i

XX

XXI

1

)minmax(

)minmax(100

 
n は要因数(4)、 Xmaxi - Xmini はその要因の部分効用値のレンジである。こ

の相対重要度の全学習者の平均を図４に示すが、「聞くこと」「話すこと」の判

断に与える影響は「読むこと」「書くこと」よりも大きいことを示している。本

調査における全体効用は「各技能が全体としてどの程度重要かの判断への影響」

に相当し、「各技能がどの程度のレベルまで必要かの判断への影響の度合い」に

相当する部分効用値と定数の和で示される。図５は全学習者のデータから計算
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した部分効用値のグラフであり、no need の値が 4 技能とも負になっているこ

とから、ニーズ判断時に「必要ない」の選択肢が負の方向に大きく評価されて

いることが分かる。また、4 技能のうちの listen が最も判断時の影響が大きい

ことも読みとれる。実際の分析では学習者一人一人の効用値が計算され、モデ

ルとの適合度がピアソンの r とその有意確率で表されるほか、あらかじめ設定

した部分効用値の組み合わせのシミュレーションが可能である。 

単純な平均による図２では「読むこと」が最も必要であるように見えたが、

同一の学習者から得たデータをコンジョイント分析して得た図４では「聞くこ

と」「話すこと」の重要度が高いように見える。これは「聞くこと」「話すこと」

がニーズの判断に大きな影響を与えているからであると考えられ、図５はそれ

を更に細かく明らかにしている。コンジョイント分析は図１のような単純な形

式のアンケートからは見えない、学習者個々のニーズのトレード・オフを解明

するのに役立つことが分かる。  

 

図 ４ . 英 語 学 習 者 に よ る 平 均 相 対 重 要 度    図 ５ . 英 語 学 習 者 の 判 断 に お け る 要 約 効 用  

学 習 者 に 対 す る コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 に よ る 調 査 と 同 じ 質 問 紙 を 用 い て 高 等

専門学校の教官 25 名の意見を尋ねたところ、図６と図７の結果を得た。学習

者による図４と教官による図６の比較により、学習者は Listening と Speaking
という音声言語重視の判断をし、教官側は Listening と Reading というインプ

ット重視の判断をしていることが分かる。この差が学習者と教授者の立場の違

いによるものなのか、あるいは両者の年齢差によるものなのかについて更に検

証が必要であるが、学習者と教官の両方が語学の 4 技能に関して、リスニング

が最も高く、ライティングが最も低い重要度だと判断したことに注目したい。  
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図 ６ . 教 官 に よ る 英 語 学 習 の 平 均 相 対 重 要 度   図 ７ . 教 官 に よ る 英 語 学 習 の 要 約 効 用  

５．コンジョイント分析の応用２（教官の考える望ましい授業の条件） 

最後に、教官を対象として「望ましい語学のクラスはどのようなものか」に

ついて調査した結果を紹介する。前節で調べた語学の 4 技能それぞれを伸ばす

ために教官の割ける時間や労力は、担当するクラスの状況により一様ではない

はずである。筆者の内観でも、１クラス当たりの学生数が少ないほど、週当た

り時間数が多いほど、視聴覚設備が整っているほど、母語話者の協力が得られ

るほど、教育効果は高いように思われる。そこで「少人数クラス(small class)」、

「週 1 回 120 分より週 3 回 40 分 (frequency)」「 CAI 利用 (cai)」、「英語を母語

とする教官(native)」、「習熟度別クラス編成(placement)」等の条件を設定し、

これらの条件がどの程度重要かを、高等専門学校に勤務する教官に判断しても

らうこととした。 

この調査では直交計画で作成した各ケース（行）をリッカート尺度で評定し

てもらう方法を採用した。各条件を 3 水準に設定し、7 段階のスケールで答え

て も ら っ た 。 調 査 用 紙 の 一 部 を 図 ８ に 示 す 。 例 え ば 「 少 人 数 ク ラ ス (small 

class)」条件では 10 名 (essential)・20 名 (so so)・40 名 (no need)の 3 水準に、

「週あたりの多い時間数(frequency)」条件では 120 分授業を週 1 回 (no need)・

60 分授業を週 2 回 (so so)・30 分授業を週 4 回 (essential)の 3 水準が設定され

ている。指示は「（勤務校でご担当のクラスの）高専の英語の授業に関して、以

下のような内容ならばどの程度評価できるでしょうか。7 段階のうちの一つに

マルをしてください」とし、前節の調査に参加した２５名の教官から回答を得

た。 
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図 ８ . 7 段 階 点 数 付 け の コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 用 質 問 紙 （ 教 官 用 ・ 部 分 ）  

図９と図１０に結果を示す。教官の評価に最も影響を与えているのは少人数

クラス(small class)と週あたりの授業時間数(frequency)であり、英語を母語

とする教官の授業や習熟度別クラス編成がそれに次ぐ。CAI は全く重要視され

ていない。図９の平均相対重要度では少人数クラスが最も大切であるようだが

図１０の要約効用では週あたり時間数が、少人数クラスよりも大きな影響を教

官の判断に与えている様子が読みとれる。 

 

図 ９ . 教 官 に よ る 「 授 業 の 必 要 条 件 」  図 １ ０ .教 官 に よ る 「 授 業 の 必 要 条 件 」 の 要 約 効 用  

コンジョイント分析における各水準のレンジ設定は注意が必要である。今回

設定した要因の水準間「話さない」と「母語話者並み」の間隔は、やや両極端

に偏り過ぎで、トレード・オフの影響が表出しにくかったかもしれない。また

SPSS の場合、設定した要因の水準が名義尺度であれば discrete モデルを指定

し、線形関係が仮定できれば linear (more/less で方向指定が可能)モデルを用

いるとされるが、本調査ではデータの等間隔性の保証はないと仮定し discrete

を指定した。一方、今回のような回答用紙では上から順番に評価をしていくこ

とが多いと思われるので、各ケースを提示する順序は極端な選択肢が連続しな

いよう注意し、回答者の間で選好順序の循環が生じにくいような配慮も必要で
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あろう。コンジョイント分析は順序尺度の分析用に開発されたためこれらの制

約に対し比較的頑強であると思われるが、利用には慎重でなければならない。 

 

６．おわりに  

実現可能性を無視して「どの程度必要ですか」と尋ねると「全て必要性が高

い」という答えが返ってくることがある。同様に語学の 4 技能について調査す

ると、「どの技能も高い方が望ましい」という結果が出るが、それは当たり前で

あって新たな情報を得たことにはならない。本小論で紹介したコンジョイント

分析は、そのような場合でもさまざまな条件がニーズの判断に与える影響を分

析でき、有効な調査法の一つになりうると考えられる。 
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